
令和3年度卒業生の進路

就職が従来よりも増加


令和3年度卒業生の進路状況をまとめました。全体として進学した人の割合が55.6%、
就職した人が44.4%という結果となりました。例年の卒業生は進学が約60％、就職が約
40％でしたので、就職した人の割合が4ポイントほど高くなっています。学科別では、普
通科は進学84.2%、就職が15.8%、総合ビジネス科は進学が53.6%、就職が46.4%、工
業技術科は進学が40.3%、就職が59.7%です。 

また、以前にもお伝えしておりましたが、今年度の卒業生のもう一つの特徴として県内
の民間企業への就職を選んだ人が非常に多いということです。県内企業に就職した人が53
人、県外企業への就職が16人となって県内就職が大幅に上回りました。秋田県全体や湯沢
雄勝地区の人口減少が大きな問題となっておりますが、県内に残ることを選択した卒業生
が多かったことは喜ばしいことと考えられ、将来の県や地域を支える存在となってくれる
ことが期待されます。 

進学の状況を見ると、最も多くの人が進学するのが専修各種学校でした。大学や短期大
学への進学の場合は在学中に将来の仕事を更に細分化して考える時間がありますが、専修
各種学校進学の場合はすでに将来の仕事をしっかりと定めてから入学する点で、大学進学
とは大きく異なります。1、2年生の皆さんも、将来の展望をしっかりと持ったうえで、専
修各種学校への進学を決めてください。 

今後、卒業生がさまざま分野で活躍してくれることを期待しております。 
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蛍雪時代 

どのような試験を受
ける場合でもその試験
に関するあらゆる情報
を得ることは受験準備
の第一歩といえます。
現在はインターネット
による情報収集が一般
的になりましたが、か
つて大学入試といえば
旺文社の「蛍雪時代」
を利用するのが一般的
でした。冊子の情報誌
には俯瞰性というメ
リットがありますの
で、学校では現在でも
月刊のものに加え、4

月、8月、10月、11月
の増刊号を購入して生
徒の皆さんの情報収集
に役立ててもらうこと
にしています。毎年4月
号には大学で学ぶ学問
の内容紹介、8月号には
各大学の内容紹介、11
月号には各大学の入試
の情報が掲載されてい
ます。教室に置かれて
ある「螢雪時代」を手
にとって、「大学」と
いうものの理解を深め
てみてください。

地道に努力していこう


7月には進路実現準備の最終段階に入ります。それまで
に残された準備期間は3ヶ月。この重要な時間を無駄に
過ごすことなく、毎日を過ごしてください。遠いよう
に見えても地道な頑張りが希望実現の近道です。努力
を続け、合格という最高の喜びをつかんでください。

2年生へ

来年度が勝負の1年間です


2年生はゆったり過ごせる時間と思いがちですが、卒業
後の進路実現のための活動は3年生の7月には本格的に
スタートしています。ですから来年度の1年をどう過ご
すかが大事です。努力を継続する1年間にしましょう。

1年生へ



「Handy進路指導室」を導入します 
学校に来る求人票の閲覧が容易に


毎年7月になると高校生に対する求人票が公開されます。全国のハロー
ワークで公開している求人票は厚生労働省職業安定局が運営している「高卒
就職情報WEBサービス」で見ることができますが、生徒の皆さんが自由に利
用することはできない決まりになっております。そこで本校では、進路指導
部で主に県内企業の求人票を中心にダウンロードした後、プリントアウトと
ラベリングをして、生徒の皆さんの閲覧ができるようにしています。加えて、
主に県外企業の求人票は企業から直接郵送されてきますので、その求人票を
コピーしてラベリングし閲覧できる状態にします。 

紙の求人票はどんな企業から求人があるのかを大雑把に見るには便利ですが、自分の希望する条件に合っている求人
票を検索するのにはあまり適していません。また、求人票は学校に置いてあるものなので、学校にいる時にしか見られ
ないという欠点もあります。 

そこでこの度、進路指導部では、高校生向け求人票管理システム「Handy進路指導室」を導入することにしました。
これは、学校にある求人票をこのシステムに登録することにより、生徒の皆さんがパソコンやスマートフォンで自由に求
人票を検索・閲覧できるようにするものです。時間に縛られることなく、職種、企業名、勤務地、給料など様々な条件
で求人を検索したり、実際の求人票を画面上で見たりすることができます。 

システムの利用登録はもう済みましたので、試験運用として、今年度学校に来た求人票の中から卒業生が就職してい
る企業の求人票約100件を選んでシステムにアップロードしました。いろいろな機能を試してみましたが、特に特徴的だ
と思った機能は勤務地の地図が見られることでした。求人票に記載されている勤務地が「Googleマップ」で見られると
いうことです。特に県外就職となると勤務地がどこにあるのかはとても気になる情報だと思いますが、それを地図で簡
単に確認することができます。また、フリーワード検索もありますので、自分の気になる言葉で企業検索することもでき
ます。 

　今後、現２年生全員にアカウントを発行してシステム利用をしてもらう計画ですが、利用時
に守ってほしいことがあります。それは、システムで見られる内容は他校の生徒に見せたり、
SNSに載せたりしてはいけないということです。学校にくる求人票は先輩たちと企業が信頼関
係を作ってきたから届くもので、この信頼関係が壊れてしまうと今後その企業からは求人がな
くなってしまうことが考えられます。このルールはしっかりと守ってください。 

　このシステムにより、民間企業のリサーチはとてもやりやすくなります。「Handy進路指導
室」をどんどん利用して、自分の希望にピッタリの会社を見つけてください。
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賃金水準の向上

県は去る2月24日に「新秋田元気創造プラン」の案を発表しました。来年度からの4年間の県政運営の指針となる

最上位計画に位置するものとされておりますが、その中に、特に注力すべき「撰択・集中プロジェクト」の１つとし
て「賃金水準の向上」が挙げられています。ここで用いられている「賃金水準」とは「2019年6月の所定内給与額
×12＋2019年の年間賞与など」のことで、一番高い東京都が574.5万円なのに対し、秋田県は353万円で全国45位
となっています。県はこの賃金水準の低さが社会減（人工流出）の原因となっていると考えており、これらの課題の
改善を図るため、賃金水準を2025年には地方圏平均95%にすることを目標としました。これを実現するために
「労働生産性」と「県内就業率」の向上に取り組むとしています。 

長い間デフレ経済に悩んできた日本ですが、食品の値上げやガソリン、軽油、灯油の値段の高止まりなど、価格の上昇が見られるようになってきま
した。このような流れが定着すると物価の上昇となり、最終的には賃金の上昇に結びつくとされ、県にとっては流れとして良い方向になってきている
と思われます。ただ、庶民感覚からミクロ的に見ると、物の値段ばかり上がって給料は上がらないというのが現状だと感じます。物価と賃金の上昇は
タイムラグがあるものだということですが、その差をうまく乗り越えていける政策がとられることを望んでいます。（菊地）
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